















　中学校での英語教育を修了 し、高校へ入学 した直後の生徒を調査対象 とした 「早期英語教育が
中等学校英語教育に及ぼす影響についての調査研究(第 一次調査)」(2009)では、早期英語教育
経験者 と未経験者の二群問においては、言語スキルに係わる統計的な有意差が確認できなかった。












内容の先行実施がスター トした。小学校5年 生、6年 生における外国語活動においても、大き
な学校間 ・地域間格差が存在するものの、98%の公立小学校で外国語活動が実施されている。
しか し、この数年間 どの学校においても外国語活動の実施は、手探 り状態で進行しつつある。
その原因は、小学校で実施されている外国語活動の教育的な効果が明確に把握されていないこ





































展開 と推進を挙げることができる。言語は、知的活動(論 理や思考)や コミュニケーション、






成 し、コミュニケーション能力の素地を養 うことが 目標 とされている。このために、小学校で












































習者 と未経験者 との英語学習成績調査を実施 したKwon(2005)は、早期英語教育を経験 した
学習者群の成績が、 リーディング、 リスニング、ライティングの調査対象分野全てにおいて有
意差1%水 準で著 しく高 くなっていることを報告 している。また、Kwonは、早期英語教育
の効果の度合を検証するために、韓国の10年生(高 校1年 生:早 期英語教育経験者)と11年生

































散分析を行 うこ とを前提 として松





新 たに28項目を追 加 した100項目
か らな る英語学習実態調査で、回
答は5段 階の多項選択形式に よる
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　被験者の英語学習成績(習 熟度)及 び言語スキル(熟 達度)に 係わる外部指標を得るため、




　第一次調査同様、質問項 目間の関係性を示すクロンバ ック(Cronbach)のα係数 と外部基
準(GTEC)との相関係数を算出し、第二次調査で用いたELI-JSの質問紙 としての妥当性 と
信頼性を検証した。
　その結果、外部基準 として用いたGTECによる各テス ト・スコア と、　ELI-JSによる英語力
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テス ト・スコアを用い、二群問の有意差を確認し、早期英語教育 と高等学校英語教育 との交互
作用の有無を検証する。
(3)重回帰分析
　GTECのテス ト ・スコア と早期英語教育 との因果関係を明らかにし、英語の習熟度及び英
語運用能力に対する早期英語教育の影響の度合いを検証するために、重回帰分析を用いる。そ







　ELIJSで、因子分析の対象 とする5段 階の順序尺度を採用 した82項目の平均値 と不偏分散
の値を、スミル ノフ ・グラブス棄却検定(Smirnov-Grubbs)を用い有意水準.05で適合度検
定を実施 した結果、外れ値は検出されなかった。また、極端な偏 りのある項 目を因子分析の対
象から除外するため、因子分析の対象 となる82項目の平均値 と標準偏差から天井効果 とフロア
効果を算出した結果、除外すべき項 目は検出されなかったため、当該の82項目を因子分析の対
象 として適当 と認 め、主因子法でKaiserの正規化を伴 うバ リマ ックス回転(Normalized
Varimax-method)による因子分析を行 った。
　その結果、以下の8つ の因子解を特定することがで きた。 この ときの累積因子寄与率は
48.7696であった。表3-1に、バリマ ックス回転後の8つ の因子解 と因子寄与率を示す。なお、
参考資料 として、第一次調査による学年全体の因子分析の結果を表3-4に示す。
　また、各因子を構成する質問項 目間の関係性を検証するために算出したクロンバ ックの α係




　　第Ⅰ因子 「書き言葉有能因子」　　　　　 ・　 第V因 子 「異文化志向因子」
　　第Ⅱ因子 「コミュニケーション志向因子」　 ・　 第Ⅵ因子 「言語能力肯定因子」
　　第Ⅲ因子 「話し言葉有能因子」　　　　　　・　 第Ⅶ因子 「和文英訳 ・規範依存因子」




認 した結果、両群 とも除外項 目はなく、FS群においては、主因子法によるバイ ・コーティマ ッ
クス回転、NFS群においては、主因子法によるバリマックス回転により因子分析を行った。
①FS群 における因子分析の結果
　FS群においては、以下の7つ の因子解を適当 と判断 した。 この とき抽出した7因子の累積
寄与率は40.53%であった。バイ ・コーティマックス回転後の7つ の因子解 と因子寄与率を表
3-2に示す。 このときの各因子を構成している質問項 目間の α係数は.76から.88であ り、そ
れぞれの因子の解釈を行 う上で十分な信頼性を有していると判断することができる。
　　第Ⅰ因子 「自己有能因子」　 　 　 　 　 　・ 第V因 子 「英作文規範因子」
・　 第Ⅱ因子 「言語能力肯定因子」　　　　　 ・　 第Ⅵ因子 「話し言葉有能因子」
　　第Ⅲ因子 「オーラル表現活動志向因子」　 ・　 第Ⅶ因子 「文法訳読有用因子」
　　第Ⅳ因子 「異文化志向因子」
②　NFS群における因子分析の結果
　NFS群における因子分析の結果、以下の7つ の解釈可能な因子解を得ることがで きた。 こ
の ときの因子累積寄与率は36.15%とやや低い値を示 した。バリマ ックス回転後の各項 目の因
子負荷量の絶対値が.500以上を示 した項 目内容を参考に各因子を解釈 した。特定 した7つ の
因子解 と因子寄与率を表3-3に示す。 このときの各因子を構成 している質問項 目間のα係数
は、第皿因子を除き、.73から.88であ り、それぞれの因子の解釈を行 う上で十分な信頼性を
有 していると判断することができる。なお、第W因 子に関しては、因子を構成する質問項 目間
の関連性が弱い(.55)ものの、因子を定義する上で必要な内容の一貫性を有 しているため、
第W因 子 として定義 ・解釈した。
　　第Ⅰ因子 「自己有能因子」　　　　　　　　・　 第Ⅳ因子 「異文化・外国志向因子」
　　第Ⅱ因子 「インターアクション ・　　　　 ・　 第V因 子 「言語能力有能因子」
　　 コミュニケーション志向因子」　　　　　 ・　 第Ⅵ因子 「文法学習志向因子」
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習熟度及び熟達度の指標 としてGTECの総合得点、及び、項 目別得点(リ スニング、 リーディ
ング、ライティング得点)と 、抽出された各因子得点による分散分析を行った。
　その結果、GTECのライテ ィングのテス ト ・スコアにおいてF値4.889(自由度1、317)
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によ り、FS群 の生徒 が5%水 準 で有意 に成 績が高 く
な ってい るこ とが確認 された。(表5、 図2)
表5　 GTECライティング得点によるFS群とNFS群の分散分
　 　 析 表
蔓 　国　 口差平方釦 　目 由座 叩埼皿言　　 F　睦　　　F　値　　　　判定















成績(言 語知識に関する習熟度 と言語スキルに関する熟達度)と の因果関係を探ることにより、
早期英語教育により培われた資質 と高等学校の英語学習に係わる要因 との交互作用や因果関係
の有無を確認し、早期英語教育の中期的な実施効果について分析を行った。
　第二次調査における重回帰分析では、外部基準 としてのGTECのテス ト・スコア(総 合得








　被験者全体を一群 として実施した因子分析により得 られた8つ の学習因子 とGTECの総合
得点 との掛け合わせによる分析においては、第Ⅰ 因子 「書き言葉有能因子」、第皿因子 「話 し
言葉有能因子」、第W因 子 「教授 ・学習方略有用因子」が1%水 準で強いプラスの因果関係を





　GTECのリスニング能力 との関係においては、第1因 子 「書 き言葉有能因子」、第皿因子






















































































　GTECのリーディング得点 との関係においては、第1因 子 「書 き言葉有能因子」、第 皿因子




　GTECのライティング得点による分析においては、第1因 子 「書 き言葉有能因子」、第 皿因
子 「話 し言葉有能因子」がそれぞれ1%水 準で強いブラスの因果関係を有していることが、ま
た、第]1因子 「コミュニケーション志向因子」 と第】V因子 「教授 ・学習方略有用因子」が5%
水準でプ ラス方向への因果関係を示していることが確認できた。本分析の誤差については1%




　FS群の総合得点 と各因子 との因果関係の分析では、第1因 子 「書き言葉有能因子」、第 皿
因子 「話 し言葉有能因子」、第 】V因子 「教授 ・学習方略有用因子」が1%水 準でプラス方向の、
第V[因子 「言語能力肯定因子」、第Ⅷ 因子 「和訳依存因子」が5%水 準でマイナス方向の因果
関係が存在することが判明した(表7)。なお、本分析の誤差 ・精度についても、十分に満足で
ぎる値(誤 差1%水 準、精度.59)を示 している。
　FS群の リスニング能力 との関係においては、第皿因子 「話 し言葉有能因子」が1％ 水準
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　FS群の リーディング得点 との因果関係においては、第Ⅳ 因子 「教授 ・学習方略有用因子」




　FS群のライティング得点 と因子 との因果関係では、第1因 子 「書き言葉有能因子」 と第皿




各因子 との因果関係を分析した結果、すべての英語学習成績 と第1因 子 「書き言葉有能因子」、
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　GTEの総合得点 との因果関係が認められたのは、第1因 子 「自己有能因子」、第」1因子 「言
語能力肯定因子」、第㎜因子 「オーラル表現活動志向因子」、第W因 子 「話し言葉有能因子」で
あった。第1、 第皿、第V[因子はそれぞれ1%水 準の強い因果関係を示しているが、重回帰式





　 リスニング得点 との因果関係においても同様 に第Ⅰ 因子 「自己有能因子」、第Ⅱ 因子 「言語
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能力肯定因子」、第Ⅲ 因子 「オーラル表現活動志向因子」、第W因 子 「話し言葉有能因子」が全
て有意水準1%で の強い因果関係を示 している。また、 リーディング得点 とライティング得点






　NFS群の因子分析に基づき算出した標準化された因子得点 とGTECの各テス ト・スコア と
の因果関係を検証した結果、第1因 子 「自己有能因子」が全てのテス ト・スコア と1%水準で
プラス方向への高い関係を有していることが判明した。また、第皿因子 「教授 ・学習方略有用




かった。一方、精度については、重相関係数(R)が 、.51から、.37までの値 とな り、求めら
れた回帰方程式の精度は少し劣る可能性があることが示されている。(表10)
表10　NFS群の因子分析に基づく重回帰分析
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6.考 察






























　　第二次調査に際しELI-JSに追加 した質問項 目が中心 とな り、解釈可能な関係性 と信頼度




　　同様に、ELIJSに追加 した質問項 目により、解釈可能な関係性 と信頼度(α=.65)を























　共通因子 として確認された 「異文化志向因子」において、FS群は 「外国の人 と一緒に生活
を してみたい。」の因子負荷量が最大(.692)で、「外国の人 と話をしたい。」が二番 目(.668)




　また、FS群では 「文法訳読有用因子」を、　NFS群では 「和訳依存因子」をそれぞれ抽出 し
たが、FS群においては文法理解を演繹的に英文解釈に役立てようとする意識的な態度が観測
されている(「文法学習は英文理解に役立っている。」.577)。一方、NFS群においては、和文





































GTECテス ト・スコアの平均点のみに着 目すると、ライティング以外の他のテス ト・スコアの
平均値は、全てにおいてNFS群の方がやや高 くなっている。　Kwon(2005)が行った、韓国
















ていることが示されている。一方、和文依存因子 として特定 された第皿因子の係数(R)は マ
イナスの値を示してお り、和文依存傾向の強い学習者は、テス ト・スコアにマイナスの影響を
受けていることが判明した。
　また、早期英語教育の効果 として出現 したFS群における第V[因子 と第皿因子は、　GTECの
総合得点 とリスニング得点において、マイナス方向の強い因果関係を有していることが判った。























検証 す るため、GTECの リス ニン グ得 点を用 い、 第 」1
因子の因子得点が プラスの グル ープ とマ イナスの グル ー
プ問で分散分析を行 った。(表11、図3)
表11逆 転 現 象 を検 証 す る た め のGTECリ ス ニ ング 得 点 に よ る






















　また、NFS群においては、第Ⅰ因子 「自己有能因子」、第Ⅲ因子 「教授 ・学習方略有用因子」、
第Ⅵ因子 「文法学習志向因子」が英語学習成績 とブラス方向に強い因果関係を示していること









　一方、早期英語教育未経験者(NFS群)に おいては、① 自己有能感が高 く、②提供 される
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1)担 任 に よる ソ ロ ・テ ィー チ ン グ 、 外 国語 活 動 専 任 教 員 に よ る ソ ロ ・テ ィ ーチ ン グ 、 担 任 と外 国語 指 導
　 助 手(Assistant　Language　T acher)によ る テ ィ ーム ・テ ィ ー チ ン グ、 担 任 と外 国語 活 動 専 任 教 員 に
　 　よ るテ ィ ーム ・テ ィ ーチ ン グ、 担 任 と地 域 ボ ラ ンテ ィア 等 に よ るテ ィ ーム ・テ ィーチ ン グ等
2)FLES:Foreign　Languages　inthe　Elementary　School初等 教 育 に お け る外 国語 。 小 学 校 に お け る 外
　 　国 語(早 期 外 国 語)教 育 。
3)GTEC:Global　Test　of　English　Communicationのこ と。　Benesseコーポ レ ー シ ョンが 開 発 した 英 語 能
　 力 測 定 ・診 断 テ ス トの こ と。
4)第 一 次 調 査 で 用 い た 質 問 紙(72項 目)に つ い て は 、 松 宮(2009)を参 照 の こ と。
(まつみや ・しんこ　外国語学部教授)
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